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　現病歴：2012 年 12 月頃より食欲不振と慢性
的な下痢症状があり，１ヶ月に 2kg 程度の体
重減少を自覚していたが，腹痛はなく生活に支
障がないため様子を見ていた．2014 年 3 月上
旬に高血圧症のため通院していた近医での採血






















認 め た． 腫 瘍 マ ー カ ー は CEA15.1 ng/dl，
CA19-9 100.5U/ml と軽度上昇していた（表１）．


















































図 3a　胃前庭部ポリープの生検組織（HE 染色，× 4）
強い浮腫を示す広い間質の中に小型，一部中型の腺管
が集簇している．





密生が認められる．特に S 状結腸から盲腸にかけて 2−3㎝大
の亜有茎性のポリープが認められる．介在粘膜も浮腫状である．
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図 6　治療後生検した S 状結腸ポリープの生検組織（HE
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